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創
立
９０
周
年

記
念
事
業
に
向
け
て

昨
年
の
夏
よ
り
準
備
始
ま
る

平
成
２２
年
８
月
２２
日

（日
）
午
後
、

花
の
木
会
館
に
お
い
て
同
窓
会
理
事

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
来
る
べ
き
平

成
２４
年
度
の
恵
那
高
校
創
立
９０
周
年

に
向
け
て
の
準
備
の
た
め
で
す
。

実
行
委
員
２‐
名
を
中
心
に

平
成
２２
年
Ｈ
月
６
日

（土
）
の
午

後
に
は
、
再
度
同
窓
会
本
部
役
員
と

各
回
生
の
理
事
が
花
の
木
会
館
に
集

ま
り
、
恵
那
高
校
創
立
９０
周
年
記
念

事
業
に
向
け
て
の
、
全
体
会
議
を
も

ち
ま
し
た
。
こ
の
中
で
実
行
組
織
が

確
認
さ
れ
、
市
川
康
夫
同
窓
会
長
を

実
行
委
員
長
、
成
瀬
正
樹
校
長
と
阿

部
仲

一
郎
同
窓
会
副
会
長
を
実
行
副

委
員
長
と
し
て
、
記
念
事
業
を
中
核

と
な
っ
て
推
進
す
る
実
行
委
員
会
が

立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
行
委
員
に
は
、
東
京
、
名

古
屋
、
土
岐
、
瑞
浪
、
中
津
川
、
恵
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那
、
定
時
制
の
各
支
部
を
代
表
す
る

同
窓
会
本
会
の
副
会
長
に
加
え
、
新

た
に
地
元
で
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る

方
々
に
式
典
、
懇
親
会
、
財
務
、
記

念
事
業
、
記
念
誌

。名
簿
作
成
、
の

５
つ
の
委
員
会
の
長
と
し
て
加
わ

っ

て
い
た
だ
き
、
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

代
表
、
事
務
局
の
教
職
員
代
表
と
合

わ
せ
て
総
勢
２‐
名
の
体
制
が
発
足
し

ま
し
た
。

記
念
事
業
の
内
容
が
決
定

以
来
、
昨
年
Ｈ
月
２２
日
の
第
１
回

実
行
委
員
会
を
皮
切
り
に
、
２
月
、

４
月
、
５
月
と
、
す
で
に
４
回
に
わ

た

っ
て
会
合
が
も
た
れ
、
本
紙
３
面

に
掲
載
さ
れ
た
阿
部
実
行
副
委
員
長

の

「
城
陵
論
壇
」
に
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
実
施

や
、
同
封
の

「創
立
９０
周
年
記
念
事

業
趣
意
書
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
屋

内
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
の
建
設
な
ど

が
、
従
来
の
周
年
事
業
で
も
行
わ
れ

て
き
た
式
典
の
挙
行
、
懇
親
会
の
開

催
、
記
念
誌
出
版
、
名
簿
発
刊
に
加

え
て
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

平
成
１３
年
よ
り
母
校
の
創
立
８０
周
年
記
念
事
業
に
向
け
て
発
行
が
始
ま

っ
た
本
紙
は
、
第
４
号
ま

で
全
会
員
に
お
届
け
し
て
８０
周
年
記
念
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
発
行
費
用
が
不
足
し

た
た
め
に
第
７
号
ま
で
協
力
金
を
頂
戴
し
た
方
の
み
に
お
届
け
し
、
そ
の
後
次
第
に
発
行
部
数
を
増

や
し
て
前
号
で

一
万
部
強
を
発
送
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
１１
号
で
は
、
創
立
９０
周
年
に

向
け
て
再
度
全
会
員
に
お
届
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
費
用
は
９０
周
年
記
念
事
業
の

一
部
と
し

て
ま
か
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
是
非
記
念
事
業

へ
の
御
協
力
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

前
号
で
ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に

２
０
１
０

（平
成
２２
）
年
度
か
ら
始
ま

っ

た
母
校
の
校
舎
新
築
工
事
が
い
よ
い
よ
昨

年
夏
、
二
棟

（理
科
教
室
棟
）
の
仮
設
校

舎
引

っ
越
し
を
皮
切
り
に
、
旧
校
舎
取
り

壊
し
へ
と
本
格
化
し
て
き
ま
し
た
。
写
真

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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弁護士 榊原 章夫 先生

平
成

２２
年
５
月
２８
日
（金
）

の
午
後
、恵
那
高
校
１１
回
生

（昭

和
３４
年
３
月
卒
業
）
榊
原
章
夫

先
生
が
、
「恩
師
の

一
言
、
過
言
、

外
国
生
活
の
思
い
出
、
弁
護
士

生
活
な
ど
」
と
い
う
演
題
で
講

演
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

先
生
は
名
古
屋
大
学
経
済
学

部
経
済
学
科
及
び
同
大
学
法
学

部
法
律
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
昭

和
４９
年
に
司
法
試
験
に
合
格
さ

れ
た
後
、
昭
和
５２
年
か
ら
弁
護

士
活
動
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
の
間
、
昭
和
５４
年
か
ら
５７
年

に
は
実
務
研
修
の
た
め
渡
米
さ

れ
、
ま
た
昭
和
５８
年
に
は
榊

原
章
夫
法
律
事
務
所
を
開
設
さ

れ
、
平
成
１６
年
に
は
弁
護
士
法

人

「清
和
」
を
設
立
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

そ
の
間
、
商
事
、
会
社
関
係
、

民
事
相
続
、
国
際
取
引
、
技
術

提
携
、
合
弁
会
社
、
英
文
契
約

書
作
成
な
ど
に
携
わ

っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
委
員
と
し
て
、

日
本
弁
護
士
連
合
会
、
国
際
交

流
委
員
会

・
外
国
弁
護
士
及
び

国
際
法
律
業
務
委
員
会
、
外
国

法
事
務
弁
護
士
懲
戒
委
員
会
な

ど
と
と
も
に
、
恵
那
市
法
律
相

談
相
談
員
書
心那
市
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
会
長
な

ど
多
数
の
委
員
を
歴
任
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
講
演

・
著

作
も
多
数
あ
り
ま
す
。

恩
師

の

一
言

で
は

Ｆ
ｏ
８

ヨ
〇
ｏヽ
一記

４ヽ
」
「
多
弁
は
出
世

し
な

い
ぞ
」
「
外
股
で
歩
け
」

な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
外
国
生
活
の
思
い
出
と

し
て
、
「
旅
行
で
の
失
敗
」
「仕

事
」
「
第
二
の
母
？
」
「
日
系
レ

ス
ト
ラ
ン
で
」
「
ゴ
ル
フ
場
で
」

な
ど
、
数
々
の
経
験
か
ら
得
た

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
気
さ
く

に
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。一
方
、
過
言
の
思
い
出
と
し

て

「
そ
れ
は
自
画
自
賛
で
す
」

「
同
じ
名
字

で
も
髪

が
薄

い
」

「
係
長
は
格
好

つ
け
と
る
」
「
許

可
を
貰

っ
て
も
遠
慮
せ
よ
Ｌ
お

前
が
こ
う
し
た
か
ら
、
こ
う
な

っ
た
の
だ
ぞ
」
と
い
っ
た
お
話

を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に

「
日
弁
連
外
弁
委
員

会
～
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
士

の
タ
イ
プ
と
日
本
の
外
交
」
の

お
話
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。

諸
外
国
と
の
法
律
事
務
の
最

前
線
に
立

っ
て
お
ら
れ
る
榊
原

先
生
の
お
話
は
、
そ
の
仕
事
の

厳
し
さ
と
と
も
に
楽
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
、

後
輩
に
と

っ
て
も
興
味
深
く
か

つ
大
変
示
唆
に
富
む
お
話
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

嘔
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鰤
レ
膨
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卒
業
か
ら
早
３０
有
余
年
。
そ

の
年
月
が
過
ぎ
去
る
の
と
、
ま

る
で
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に

母
校

へ
の
愛
着
と
感
謝
の
念
が

増
し
て
く
る
。
そ
ん
な
思
い
の

す
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
時
折
、

校
庭
に
立
ち
視
線
を
ゆ
っ
く
り

と
校
舎
に
、
続
い
て
グ
ラ
ン
ド

に
、
周
囲
の
景
色
に
と
移
し
て

ゆ
く
と
、
そ
こ
で
の
３
年
間
の

思
い
出
と
と
も
に
恩
師
や
同
僚

の
顔
が
懐
か
し
く
甦

っ
て
来
ま

す
Юそ
の
母
校
は
、
来
年
創
立

９０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
当
実
行

は
じ
め
に
平
成
２３
年
３
月
ｎ
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
に
対
し

哀
悼
の
意
を
表
し
は
す
と
と
も
に
、
被
実
さ
れ
た
東

北
関
東
地
方
各
県
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。　
一日
も
早
い
復
興
が
実
現
で
き
ま

す
よ
う
、
力
を
あ
わ
せ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

盛
夏
の
候
　
同
窓
生
の
皆
様
方
に
は
益
々
ご
健

勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
日
頃
か

ら
本
校
の
教
育
活
動
に
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
、
学

校
を
代
表
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。本
校
は
、

生
徒
の
体
力
・精
神
力
を
鍛
え
、
ま
た
学
力
を
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
運
し
い
生
徒
を
育
て
る
こ
と
を

理
念
と
し
た
「一流
の
進
学
校
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

質
の
高
い
恵
那
高
等
学
校
の
教
育
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
現
在
の
学
校
の
様
子
を
以
下
の
視
点
か

委
員
会
で
は
、
平
成
２４
年
Ｈ
月

１０
日
を
記
念
式
典
開
催
日
と
定

め
、
現
在
そ
の
準
備
を
急
ピ

ッ

チ
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
同
窓
会
に
対
す
る

ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

く
、
そ
の
組
織
を
簡
単
に
説
明

致
し
ま
す
。　
一
口
に
同
窓
会
と

表
現
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
会

と
支
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
支
部
と
は
東
京
、

名
古
屋
、
土
岐
、
瑞
浪
、
中
津
川
、

恵
那
の
６
つ
の
地
域
と
、
定
時

制
組
織
を
合
わ
せ
た
７
つ
か
ら

成
り
、
地
域
的
な
活
動
は
、
各

支
部
単
位
で
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
卒
業
年
次
も
、
そ
の
後
の

人
生
に
お
い
て
も
様
々
な
道
を

ら
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

学
習
指
導
に
お
い
て
は
、
基
本
的
な
学
習
習
慣

を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
第
一と
し
、
生
徒
が
努

力
す
る
意
欲
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
授
業
に
お
い
て
は
説
明
や
正
解
だ
け

の
講
義
で
は
な
く
、
予
習
復
習
を
前
提
と
し
た
正

解
を
導
く
仕
組
み
や
普
遍
的
な
解
法
を
理
解
さ
せ
、

学
力
を
引
き
上
げ
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
大
学
入

試
問
題
に
つ
い
て
は
河
合
塾
や
旺
文
社
の
正
解
が

真
に
正
し
い
か
教
科
会
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
平
成

２
年
度
大
学
進
学
実
績
で
は
名
古
屋
大
学
■４
人
を

は
じ
め
と
し
て
、
国
公
立
大
学
に
■
２
５
人
が
合
格

し
ま
し
た
。
経
済
不
況
で
国
公
立
大
学
へ
の
志
向
が

強
ま
る
中
、
生
徒
は
３
月
■２
日
以
降
の
国
公
立
大
学

後
期
試
験
ま
で
よ
く
健
闘
し
ま
し
た
。

生
活
指
導
に
お
い
て
は
、
生
徒
は
「社
会
の
構

成
員
」
と
し
て
規
範
意
識
を
高
め
、
礼
儀
を
身
に
付

け
、
挨
拶
と
掃
除
を
確
実
に
実
行
し
て
い
ま
す
。
服

歩
ん
だ
者
が
、
同
じ
城
陵
の
地

で
学
ん
だ
と
い
う
い
た
だ
そ
の

１
つ
の
共
通
項
を
も

つ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
住
む
ま
ち
で

一
同
に

会
す
る
と

い
う
価
値
あ
る
活
動

を
７
つ
の
支
部
で
展
開
し
て
お

り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
各
支
部

の
活
動
を
集
束
し
唇
歯
輔
車
の

関
係

へ
と
構
築
し
て
行
く
こ
と

装
で
は
い
つ
で
も
面
接
試
験
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

身
だ
し
な
み
を
整
え
て
い
ま
す
。
特
に
女
子
の
ス
カ

ー
ト
丈
は
恵
那
地
区
で
は
模
範
的
な
姿
で
あ
る
と

賞
賛
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
生
活
力
の

向
上
を
目
指
し
２
年
生
家
庭
科
で
は
、
全
国
一日
等
学

が
本
会
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
今
ま
で
に
も
ま
し
て

本
会
と
支
部
の
行
き
来
を
密
に

し
、
各
地
に
根
付
い
た
活
動
と

本
会
と
の
融
合
を
図
り
、
来
年

の
９０
周
年
、
そ
し
て
、
そ
の
先

に
あ
る
１
０
０
周
年
に
向
け
、

よ
り
愛
着

の
持
て
る
母
校
と
す

べ
く
努
力
を
重
ね
て
ゆ
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

技
体
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

大
会
と
し
て
８
月
に
開
催
さ
れ
る
平
成
２３
年
度
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
「北
東
北
総
体
」
に
は
、

ボ
ー
ト
部
が
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
と
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
カ
ル
で
出
場
し
ま
す
。
ま
た
放
送
部
は
福
島

ま
た
、
来
年
に
は
新
校
舎
が

完
成
し
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う

に
現
在
の
校
舎
は
昭
和
３８
年
の

火
災
後
に
建
て
替
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
既
に
半
世
紀
。

て
学
校
で
執
り
行
い
、
新
し
く

な

っ
た
校
舎
を
見
学
し
て
も
ら

う
よ
う
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
新
た
に
こ
の
日
を
第

１
回
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
」

と
命
名
し
、
そ
の
後
も
毎
年
開

催
し
て
い
く
計
画
を
し
て
お
り

ま
す
。
創
立
９０
周
年
を
機
に
、
母
校

の
更
な
る
発
展
と
同
窓
の
皆
々

様
の
母
校
愛
が

一
層
高
ま
る
べ

く
、
私
も
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
尽
力
し
て
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
何
卒
、
ご
協
力
を
賜

ら
ん
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ

・９
年
度
か
ら
５
年
間
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
本

年
度
は
２
期
目
の
最
終
壬
度
と
な
り
、
研
究
・学
習

の
成
果
を
全
国
に
向
け
て
発
信
し
ま
す
。
生
徒
は
科

学
的
な
も
の
の
見
方
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
将
来

の
進
路
決
定
に
有
効
な
判
断
材
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
校
は
昭
和
る
年
に
理
数
科
を
設
置
し
た
恵
那

地
区
理
数
教
育
の
中
心
と
な
る
高
等
学
校
で
あ
り
、

極
め
て
教
育
効
果
の
高
い
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
Ｚ
年
度
以
降
も
継
続
し
実
施
で
き
る
よ
う
計

画
を
策
定
し
申
請
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

平
成
２３
年
度
恵
那
高
等
学
校
は
「
一流
の
進
学

校
」
と
し
て
、
職
員
生
徒
は
優
秀
な
卒
業
生
を
一末
ヶ

越
え
る
「超
昇
先
輩
」
の
気
持
ち
で
、
学
習
や
部
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
「躍
進
の
年
」
と
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
方
に
は
引
き
続

き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い申
し
上
げ
ま
す
。

鉤
立
鶉
財
年
は
饒
け
て

同
窓
会
副
会
長

阿

部

伸

良『

『
一
炒
蜀
進
学
校
」
プ
ラ
ン
実
』
ヘ

成

瀬

正

樹

耐
震
性
等
の
面
で
近
代
の
仕
様

に
合
致
し
て
い
る
と
は
言
い
難

く
、
新
校
舎

の
建
設
は
長
年
待

　

ま
す
。

ち
望
ん
で
い
た
も

の
で
し
た
。

来
年
１１
月
１０
日
の
式
典
は
あ
え

競
技
で
全
国
大
会
に
、
音
楽
部
と
演
劇
部
が
中
部
大

会
に
、軟
式
野
球
部
が
東
海
大
会
Ｂ
ゾ
ー
ン
で
優
勝
、

陸
上
競
技
部
、
女
子
硬
式
テ
ニ
ス
部
、
ボ
ー
ト
部
が

東
海
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、
全
校
挙
げ
て
部
活
動

に
取
り
組
み
、
優
れ
た
成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

校
技
術
検
定
食
物
調
理
４
級
の
資
格
試
験
に
学
年

生
徒
全
員
が
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
指
導
に
お
い
て
は
、
年
度
初
め
に
は
生

徒
部
長
会
議
を
開
催
し
部
長
と
し
て
の
責
任
を
自

覚
さ
せ
る
な
ど
、
顧
間
が
確
実
に
集
団
を
指
導
し
心

恵
那
高
等
学
校
長

県
で
同
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭

「ふ
く
し
ま
総
文
」
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で
、

東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
と
朗
読
部
門
で
出
場
し

ま
す
。
他
に
も
２
年
生
男
子
が
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
‐
ト

Ｓ
Ｓ
Ｈ
（ス
‐
パ
‐
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）
事
業
は
、
支
蔀
科
学
省
の
委
託
を
受
け
た
独
立

行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
（Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
が
高
等

学
校
の
理
科
・数
学
・国
際
教
育
を
推
進
す
る
も
の

で
、
本
校
は
平
成
■６
年
度
か
ら
３
年
間
ま
た
平
成
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２
年
沖
縄

ヘ
修
学
旅
行

（６
月
）

一

２
年
生
の
修
学
旅
行
は
、
毎

年
、
沖
縄
の
梅
雨
が
明
け
る
６

月
末
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
１

日
目
は
、
ひ
め
ゆ
り
資
料
館
、

平
和
記
念
資
料
館
、
糸
数
壕
を

回
り
、
２
日
目
は
班
別
研
修
、

３
日
目
は
ク
ラ
ス
別
研
修
、
４

日
目
は
首
里
城
を
見
学
し
て

帰

っ
て
く
る
。
本
校
生
は
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
お

い

て
、
１
年
生
の
冬
休
み
明
け
か

ら
沖
縄
に
つ
い
て
調
べ
る
。
そ

の
後
テ
ー
マ
ご
と
に
、
班
に
分

か
れ
調
査
を
続
け
、
調
べ
た
こ

と
に
対
し
、
修
学
旅
行
の
２
日

目
で
実
地
に
検
証
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

i

|

三
国
志
を
人
形
劇
で

芸
術
鑑
賞
会

（１０
月
）

本
年
度
の
芸
術
鑑
賞
会
は
、

１０
月
２０
日
、
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
日
本

・

中
国
共
同
制
作
　
精
巧
大
型
人

形
劇

「
三
国
志
」
総
集
編
　
を

鑑
賞
し
た
。

三
顧
の
礼
、
赤
壁
の
戦

い
、

甘
露
寺
の
宴
、
出
師
の
表
、
空

城
の
計
、
五
丈
原
な
ど
、
数
々

の
名
場
面
を
、　
丁

ニ
メ
ー
ト

ル
の
大
型
人
形
が
余
す
と
こ
ろ

な
く
描
く
三
国
志
作
品
で
あ

っ

た
。
人
形
は
人
形
美
術
家
の
川

本
喜
八
郎
氏
の
手
に
な
る
も
の

で
、
そ
の
人
形
が
中
国
の
人
形

遣
い
の
方
々
の
手
に
よ

っ
て
、

生
き
生
き
と
演
じ
ら
れ
た
。
ま

た
、
声
優
も
、
橋
爪
功
な
ど

一

流
の
俳
優
陣
で
あ
り
、
大
変
見

応
え
の
あ
る
す
ば
ら
し
い
作
品

で
あ

っ
た
。

社
会
人
か
ら
学
ぶ

職
業
講
話

（＝
月
）

１
年
生
対
象
に
職
業
講
話
が

行
わ
れ
た
。
機
械
技
術
者
、
脚

本
家

・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
１３
講
座
１０
名
の
講
師

が
恵
那
高
校
を
訪
問
し
、
自
分

の
職
業
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て

そ
の
仕
事
を
選
ん
だ
か
、
ど
ん

な
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
る

か
、
こ
れ
か
ら
高
校
生
と
し
て

や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
な

ど
に
つ
い
て
語

っ
た
。
医
師
と

し
て
講
話
を
し
た
、
蜂
谷
医
院

の
蜂
谷
明
子
氏
は

「医
師
は
毎

日
が
勉
強
の
連
続
で
あ
る
。
医

師
に
な
る
た
め
に
は
、
学
校
の

学
習
も
大
切
だ

が
、
人
と

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
能

力
な
ど
を
磨

い
て
お
く
こ
と
も

不
可
欠
だ
。
」
な
ど
と
語

っ
た
。

女
性
科
学
者
と
し
て

Ｓ
Ｓ
Ｈ
全
校
科
学
講
演
会
（＝
月
）

毎
年
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
の

一
環

と
し
て
全
校
生
徒
を
対
象
に
科

学
講
演
会
を
行

っ
て
い
る
。
今

年
度
は
、
女
性
科
学
史
研
究
の

第

一
人
者
で
、
名
古
屋
工
業
大

学
大
学
院
、
工
学
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー
の
川
島
慶
子
准
教
授
が

講
演
し
た
。
「
マ
リ
ー

・
キ
ュ

リ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
見
た
２０

世
紀
の
科
学
と
ジ

ェ
ン
ダ
ー
」

と
題
し
た
講
演
で
は
当
時

の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
は
女
性
の
活

躍
の
場
は
閉
ざ
さ
れ
、
マ
リ
ー
・

キ
ュ
リ
ー
は
苦
労
の
連
続
の
人

生
だ

っ
た
が
、
自
分
の
高
い
意

志
を
貫
き
通
し
た
こ
と
や
、
現

在
の
大
学
で
の
各
学
部
の
男
女

比
の
グ
ラ
フ
を
紹
介
し
、
男
子

が
理
系
、
女
子
が
文
系
と
い
う

考
え
方
は
昭
和
中
期
の
考
え
方

と
話
さ
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
自

身
の
進
路
、
女
性
の
社
会
進
出

の
背
景
に
つ
い
て
老
′え
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
試
験
会
場
に

激
励
の
横
断
幕

（１
月
）

今
年
度
は
２
３
２
名
の
恵
那

高
生
が
中
京
学
院
大
学
に
て
セ

ン
タ
ー
試
験
を
受
験
し
た
。
当

日
は
降
雪
が
あ
り
、
生
徒
よ
り

一
時
間
ほ
ど
早
く
到
着
し
た
職

員
に
よ
る
雪
か
き
か
ら
作
業
が

始
ま

っ
た
。

８
時
１５
分
着
の
バ
ス
で
到
着

し
た
生
徒
た
ち
は
、
同
窓
会
か

ら
贈
ら
れ
た
キ

ッ
ト
カ

ッ
ト

（き

っ
と
勝

つ
ぞ
）
と
職
員
か

ら

の
激
励

の
言
葉
を
受
け
取

り
、
そ
し
て
、
同
じ
く
同
窓
会

か
ら
寄
付
さ
れ
た

「
頑
張
れ
＝

恵
那
高
等
学
校
」
の
横
断
幕
の

下
を
通

っ
て
各
会
場
に
向
か

っ

た
。

一日
立
大
学
合
格
者
数

一現
役
卒
業
生
の
半
数
超
え

一　

今
春
の
大
学
入
試

（３
月
）

平
成
２２
年
度
大
学
入
試
に
お

い
て
今
春
の
現
役
受
験
生
は
す

ば
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
た
。
詳

細
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

こ
こ
数
年
、
京
都
大
学
、
大

阪
大
学
、
あ
る
い
は
国
公
立
大

学
医
学
部
と
い
っ
た
難
関
大
学

を
は
じ
め
と
し
て
、
岐
阜
大
学
、

信
州
大
学
な
ど
中
部
圏
を
中
心

と
し
た
多
く
の
国
公
立
大
学
に

合
格
し
て
い
る
。

な
か
で
も
名
古
屋
大
学
は
、

こ
こ
３
年
間
連
続
し
て
１４
名
の

合
格
者
を
出
し
て
い
る
。

「
最
後
の
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
な
い
」
と
い
う
恵
那
高
校
生

の
姿
勢
が
こ
う
い
っ
た
成
果
に

結
び
つ
い
て
い
る
。
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※現役生合格者と過年度生合格者の合計数。( )内は過年度生合格者の内訳数

国立大学

違 ●It彎 鞭 黎
北海道

北海道教育 1

北見工業 l

岩手 l

東北 1

山形 1(1)

福島 l

茨城 2

筑波 5(1) 5

宇都宮 l

埼玉 1

千葉 2 2

東京農工 l

東京学芸 l

東京海洋 l

一橋 1(1 1(1)

横浜国立 3 2 1(1)

新潟 1

富 山 5

金沢 7 4

福井 3 1

山梨 1(1) l

信州 9

静岡 8 10(1) 3(1)

浜松医 2 1

愛知教育 1

名古 1 14 14(1) 14(1)

名 古 工業 5 4 5

岐 J 12(1) 14 18(1)

二 重 l 1 2

京都 1

京都教育 l 2 1

l 2 2(1)

子 l l

L l

1

取 1

根 3

広 島 l l

高 知 1

愛媛 l

大 分 1

鹿屋体育 l

私立大学

斃鑢豊隷麗澪‐51・業繹
雛 驚

漑 筆1魃絋
愛知 6(1)

愛知医科 3

愛知学院 5 6

愛知学泉 l

愛知東邦

愛知工業 9

愛知淑徳 12

愛知文教 l

愛知工科 5

南山 22 (3)

中京

中京学院

中部

中部学院 1

名城 35 (2) 46

名古屋外国語 7 4

名古屋学院 2 3

名古屋学芸 9 5

名古屋芸術

名古屋女子 6

名古屋商科 3

名古屋造形芸術

名古屋音楽 1

常葉学園 3

東海学園 2 1

椙山女学園 4 2

皇學館 2

星城 1 2

桜花学園 1 l

金城学院 8 9 14

豊橋創美 1

豊田工葺 1

大同 (旧  大同工業 ) 5 2 l

2(1) 1 2

岐 ξ 7 5 4

岐阜女子 l

看護医療 1

静岡文化芸術 2

E業 5(2) 6

/AN立
大学

戦

大学名
平j22 平成21 平成20

会津 l(1
高崎経済 l

首都大学東京 2( (1) 1(1)

横浜市立 l 2(1)

神奈川県立保健衛生 2(1)

埼玉県立 1

新潟県立 1

金沢市立美術工芸 l

富山県立 2

福井県立 l

都留文科 2 l

群馬県立女子

山梨県立 3 l

岐阜県立看護 3 2

岐阜薬科 2 l (1)

静岡県立 1 2

静岡文化芸術 2 l 2

愛知県立 5 5 3

名古屋市立 3 2

二重県立看護 3

滋賀県立 l

京都府立 l 1(1)

京都市立芸術 l

大阪市立 l(1

大阪府立 l (1) 3

和歌山県

神戸市外 1

兵庫県

l

市 す

高知工科 2

, l

▼ l

l

130名

120名

名

　

　

　

　

　

名

Hl降  Hl鮮  H17年  H13F H19軍  H20年  H21年  H22年

計80名 言187名 計8フ名 計100名 計124名 唇1123名 計129名 計131名

大学校
戦

大学名
平成22 平成pl 平到或20

防衛大学校 l

私立大学

癌 蘇鱚鶉鶴爾夢 隧 魏 壕鮮鵞
早稲田 8(1) 1

慶應義塾 1 l

明治学院

明治 7 6

青山学 2

立教

中央 2

法政 4

駒澤 1 7(4) l

2

成険 2 1

専修 2 1

東京理が 1 3(1) 2(1)

東京都市 2

東京農業 4 2(1) 2

東海 1 l 1

東洋 1(1)

日本 5(1) 2(1)

日本体育 1 l

日本 2

日本女 2

東 原 1 l

東 原 1

東京工 1(1) 2 l

l

獨協医科 1(1)
2

音 楽 1 l

1晴天掌 l

倉1価 5

2 2

川崎医科 1(1)
一只 l (1) 2

平 成 l

|| 5(3)

神奈り1工科

芝浦工業 1

流通経済 l

武蔵野 2

武蔵野美術 1(1)

多摩美術

国際武道

東京造形 l

国公立大学合格者推移 (過去8年間)私立大学

颯 蘇滓驚抒減》炒 i翁鏡罐薄瞳蘇響酔 0
日本福祉 l 4

鈴鹿医療科学 4

藤田保健衛生

川崎医科福祉

酪農学園

同志社 2(1) 4

同志社女子 1 1

立命館 1 16(1)

関西学院 2

関西 5 2

関西外国語 1

花園 1

関西福祉科学 1

京都外国語 3 l 1

京都学園 I

京都橘 4

京都産業 1(1)

京都女子 2 2

龍谷 〕

近畿 5 3 2

佛教 1

大阪芸術 1

神戸女学院 1

神戸常磐 2

大阪大 l

岡山理 1(1)

千葉工 l

鳥取環 (1)

福岡 (1)

久留米

兵庫 1

西南 : 3

コ護1ヒ 支 科 l 2

大谷 1

1

1

藍野 1

明治 国際医療

楽 l

l

繋
雹
ゝ
山
ぶ
灘
ミ
濠
欝
曇
轟
藤
ミ
避
灘
導
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数
年
前
、
中
学
２２
回
生
の
水

野
守
夫
さ
ん
か
ら
寄
贈
を
受
け

た
恩
師
筆
跡
帖
を
紹
介

し
ま

す
。
卒
業
に
あ
た

っ
て
母
校
の

先
生
方
に
書

い
て
い
た
だ

い
た

も
の
で
、
今
風
に
い
え
ば
サ
イ

ン
帳
と
で
も

い
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
達

筆
か
ら
、
当
時
の
先
生
方
が
こ

う
し
た
も
の
を
常
々
揮
皇
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
偲
ば
れ
ま
す
。

教
養
人
と
し
て
の
当
時
の
先
生

方
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で

す
。

（写
真
は
当
時

の
伊
藤
拙

二

先
生
、
宇
野
儀
三
郎
先
生
、
幸

脇
多
聞
先
生
、
柳
ヶ
瀬

一
郎
先

生
、
小
木
曽
茂
先
生
、
西
尾
郷

平
先
生

の
筆
跡
で
す
。
さ
て
、

ど
の
筆
跡
が
ど
の
先
生
の
も
の

で
し
ょ
う
。
）

鑢
■

2マヽ

:議
`    
蟻

饉華欅嬌

骰 鼈
碁颯

5名の生徒が輝く !

今
年
度
本
校
に
在
学
す
る
生

徒
の
中
で
、
最
も
顕
著
な
活
躍

が
認
め
ら
れ
た
生
徒
を
表
彰
す

る
、
「
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ

ｏ
ｆ

ｔ
ｈ

ｅ

Ｙ

ｅ
ａ
ｒ
賞
」
の
表

彰
式
が
、
平
成
２３
年
２
月
２８
日

（月
）
１４
時
か
ら
、
恵
那
高
校

第

一
体
育
館
で
、
全
校
生
徒

・

職
員
の
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
平
成
１９
年
度

か
ら
同
窓
会
が
行

っ
て
い
る
事

業
の

一
つ
で
、
表
彰
式
に
は
市

川
康
夫
会
長

の
出
席
を
得
て
、

会
長
か
ら
表
彰
状

・
時
計
付
き

ク
リ
ス
タ
ル
楯
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
徒
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
生
徒
は
、
次
の

通
り
で
す
。

早
川
正
也

（
３
年
生
）
は
、

第
５８
回
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
男
子
４
０

０

ｍ
ハ
ー
ド
ル
に
出
場
し
て
、

見
事
に
優
勝
し
ま
し
た
。

早
川
は
、
陸
上
部
の
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
部
を
ま
と
め
な
が

ら
、
日
々
練
習
に
精
進
し
そ
の

成
果
が
、
こ
の
よ
う
な
栄
光
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

吉
村
優
里

（
３
年
生
）
は
、

第
３‐
回
国
民
体
育
大
会
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
ボ
ー
ト
競
技
少
年

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
に
出
場

し
て
、
昨
年
こ
の
大
会
で
２
位

に
甘
ん
じ
た
雪
辱
を
果
た
し
優

勝
し
ま
し
た
。

吉
村
は
、
恵
那
高
校
ボ
ー
ト

部
創
部
以
来
初
の
女
子
キ
ャ
プ

テ
ン
と
し
て
、
自
ら
厳
し
い
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
を
課
し
、
部
の
模

範
と
な
り
活
躍
し
ま
し
た
。

各
務
　
南

（
３
年
生
）
は
、

第
５７
回
東
海
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
柔
道
競
技
女
子
５２
ｋｇ
級

に
出
場
し
て
、
準
優
勝
し
ま
し

た
。各
務
は
、
遠
路
多
治
見
市
か

ら
通
学
し
、
３
年
間
勉
学
と
柔

道
と
を
見
事
に
両
立
さ
せ
ま
し

た
。今
回
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

い
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

二
林
佳
奈
子

（２
年
生
）
は
、

平
成
２２
年
度
岐
阜
県
高
等
学
校

新
人
大
会
ボ
ー
ト
競
技
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
カ
ル
に
出
場
し
て
、

優
勝
し
ま
し
た
。

二
林
は
、
今
年
頭
角
を
現
し

て
き
た
選
手

の

一
人
で
、
将
来

が
有
望
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

頃

の
練
習

の
成
果
が
実
を
結

び
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。寺

嶋
　
彩

（
２
年
生
）
は
、

第
３‐
回
岐
阜
県
高
等
学
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
新
人
大
会
ア
ナ
ウ

ン
ス
部
門
に
出
場
し
て
、
第
１

位
に
な
り
ま
し
た
。

寺
嶋
は
、
音
楽
部
に
所
属
し

な
が
ら
、
放
送
部
に
も
籍
を
置

い
て
い
る
異
色

の
生
徒

で
す
。

毎
日
の
昼
休
み
の
放
送
の
成
果

が
、
見
事
に
結
実
し
ま
し
た
。 月末に恵那高体育館にて表彰式
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関
村
直
人
曾
２９
巴

平
成
２３
年
３
月
１１
日
に
東

日
本
を
お
そ

っ
た
大
地
震

は
、
今
も
多
く
の
被
災
者
の

方
々
に
辛

い
生
活
を
強
い
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
も
ま
し

て
人
々
を
苦
難
に
陥
れ
て
い

る
の
が
福
島
第

一
原
発
の
予

断
を
許
さ
な

い
状
況
で
す
。

あ

の
原
発
事
故

の
発
生
当

初
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
頻

繁
に
専
門
家
と
し
て
解
説
を

さ
れ
て
い
た
の
が
、
母
校
の

同
窓
生
で
高
校
２９
回
卒
の
関

東
大
教
授

村
直
人
さ
ん
で
す
。
関
村
さ

ん
は
恵
那
高
校
理
数
科
か
ら

東
京
大
学
に
進
学
さ
れ
、
現

在
は
東
大
大
学
院
工
学
系
研

究
科
で
シ
ス
テ
ム
量
子
工
学

の
講
座
を
持
た
れ
る
と
と
も

に
、
副
研
究
科
長
と
し
て
ご

活
躍
中
で
、
特
に
原
子
炉
な

ど
の
構
造
に
つ
い
て
造
詣
が

深
く
、
先
頃
の
ニ
ュ
ー
ス
解

説
を
担
当

さ
れ
た
よ
う

で

す
。
そ
の
後
、
原
発
事
故
対

策
は
困
難
が
続

い
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
今
後
日
本
の
原

発
の
あ
り
方
を
再
構
築
し
て

い
く
上
で
ま
た
関
村
さ
ん
が

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
同
窓

生
と
し
て
応
援
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

同
憲
会
総
会
に
百
余
名
の
参
加
者

５
月
１４
日

（土
）
に
、
恵
那

峡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お

い

て
、
平
成
２３
年
度
の
同
窓
会
役

員
会
並
び
に
総
会

・
懇
親
会
が

行
わ
れ
た
。

役
員
会
並
び
に
総
会
に
お
い

て
は
、
平
成
２２
年
度
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
、
並
び
に
平
成

２３
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
の

審
議
を
経
て
、
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

ま
た
、
創
立
９０
周
年
式
典
を

来
年
度
に
控
え
、
周
年
事
業
に

つ
い
て
も
審
議
が
な
さ
れ
た
。

式
典
委
員
会
、
財
務
委
員
会
等

の
各
種
委
員
会
に
お
け
る
討
議

を
踏
ま
え
、
９０
周
年
式
典
の
実

糀
巫
／
１
鱚
鞣
ざ
エ
ン
は
饒
釉
勒
財
邊
贔
碕

施
に
関
す
る
各
種
の
審
議
が
行

わ
れ
た
。
主
た
る
周
年
事
業
と

し
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

の
建
設
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

当

日
の
記
念
式
典

に
お

い
て

は
、
同
窓
生
に
対
す
る
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
実
施
を
す
る

こ
と
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。

懇
親
会
は
、
周
年
事
業
の
実

施
に
向
け
て
１
１
２
名
の
参
加

を
得
て
、
盛
大
に
実
施
さ
れ
た
。

恵
那
市
役
所
の
市
川
太

一
氏
に

よ
る
テ
ノ
ー
ル
独
唱

で
開
幕

し
、
そ
の
後
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

盛
会
の
う
ち
に
総
会
が
挙
行
さ

れ
た
。



2011年 (平成 23年)7月 1日 恵那高等学校同窓会報 第 11号 (8)

恵
那
城
陵
会
総
会

平
成
２３
年
２
月
Ｈ
日

（金
）

‐６
時
３０
分
か
ら
、
「
恵
那
峡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
提
案
の

あ

っ
た
議
事
は
、
滞
り
な
く
承

認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
当
番
幹
事
高
３‐
回

生
の
運
営
の
も
と
、
懇
親
会

ヘ

と
移

っ
て
い
っ
た
。
会
に
先

立

っ
て
、
来
賓
と
し
て
岐
阜
県

教
育
委
員
会
教
育
次
長

林
俊

彦
氏

（高
２３
回
）
の
基
調
講
演

が
行
わ
れ
た
。

懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
斉
藤
順
子
氏

（高
３‐

回
）
の

「
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
行
わ
れ
、
華
や
か
な
幕

開
け
と
な

っ
た

同
窓
生
１
４
０
名
を
超
え
る

大
懇
親
会
は
、
水
野
正
敏
県
議

会
議
員

（高
２
回
）
の
乾
杯
の

音
頭
で
始
ま
り
、
盛
大
な
会
と

な

っ
た
。
会
の
終
わ
り
は
、
恒

例
の

「大
会
の
歌

（城
陵
歌
と

を
全
員
で
熱
唱
し
て
閉
会
し
た
。

土
岐
市
城
陵
会
総
会

平
成
２２
年
６
月
１３
日

（日
）

‐７
時
か
ら
、
土
岐
市

「
竜
庵
」

に
お

い
て
、
「
第

１８
回
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
の
会

務
報
告

。
会
計
報
告
の
後
、
役

員
が
改
選
さ
れ
、
会
長
は
戸
谷

仁
彦
氏

（高
１３
回
）
か
ら
三
宅

重
幸
氏

（高
１０
回
）
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
た
。

そ
の
後
引
き
続

い
て
、
『女

性
に
多

い
骨
粗
豚
症
』
と
題
し

て
、
山
村
医
院
院
長

山
村
武

一
氏

（中
２４
回
）
の
講
話
が
行

わ
れ
た
。
予
定
さ
れ
た
講
話
は
、

機
材
の
不
調
に
よ
り
急
返
内
容

が
変
更
さ
れ
、
健
康
的
な
生
活

を
送
る
た
め
の
知
恵
や
体
操
な

ど
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
参

加
者
に
と

っ
て
楽
し
い
一
時
と

な
っ
た
。

恒
例
の
懇
親
会
は
、
０
名
あ

ま
り
の
参
加
が
あ
り
、
互
い
に

懇
親
を
深
め
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。

東
京
城
陵
会
総
会

平
成
２２
年
５
月
９
日

（
日
）

‐２
時
か
ら
、
日
比
谷

「松
本
楼
」

に
お
い
て

「第
１３
回
東
京
城
陵

祭
」
が
開
催
さ
れ
た
。

伊
藤
忠
生
会
長

（高
４
回
）

の
も
と
に
、
中
Ｈ
回
生
～
高
２０

回
生
ま
で
の
同
窓
生
が
１
２
０

名
を
超
え
て
集
い
、
盛
大
な
会

が
執
り
行
わ
れ
た
。

今
回
を
も

つ
て
伊
藤
忠
生
会

長
が
勇
退
さ
れ
、
後
任
の
会
長

と
し
て
高
井
幸
弘
氏

（高
１０
回
）

が
、
会
の
承
認
を
得
て
就
任
し

た
。な
お
、
東
京
城
陵
会
は
、
銀

座
の

「
ラ
イ
オ
ン
」
で
毎
月
定

例
会
を
行

っ
て
、
会
員
相
互
の

懇
親
を
深
め
る
機
会
を
継
続
的

に
設
け
て
い
る
。

中
津
川
恵
那
高
会

（恵
蘇
会
）

総
会平
成
２２
年
Ｈ
月
１３
日

（土
）

‐８
時
か
ら
、
中
津
川
駅
前

「勝

をこ

に
お
い
て

「第
５８
回
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

勝
野
勅
彦
会
長

（高
１７
回
）

の
挨
拶
の
後
、
会
計
報
告
な
ど

が
行
わ
れ
た
。
引
き
続
き
懇
親

会
が
行
わ
れ
、
３０
名
を
超
え
る

参
加
者
が
和
や
か
に
歓
談
を
し

な
が
ら
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
た
。

最
後
の
締
め
は
、
「
大
会
の

歌

（城
陵
歌
と

を
熱
唱
し
て

閉
幕
と
な
っ
た
。

名
古
屋
恵
那
高
会
総
会

平
成
２２
年
Ｈ
月
１９
日

（金
）

‐８
時
か
ら
、
「
名
鉄

ニ
ュ
ー
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
「第

５５
回
総
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

各
務
芳
樹
会
長

（中
１８
回
）

の
挨
拶
の
後
、
会
計
報
告

・
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

承
認
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
場
で
、

新
し
く
会
長
と
し
て
榊
原
章
夫

氏

全
昌
１１
回
）
が
選
出
さ
れ
た
。

引
き
続
き
懇
親
会
が
開
か

れ
、
久
翁
正
倫
氏

（中
２３
回
）

の
乾
杯

の
音
頭
で
会
は
始
ま

り
、
５０
名
を
超
え
る
参
加
者
を

迎
え
て
会
は
盛
会
で
あ

っ
た
。

会
の
中
締
め
を
し
た
後
に
、
全

員
手
を
つ
な
ぎ
「見
よ
燦
然
と
」

を
熱
唱
し
て
散
会
と
な
っ
た
。

瑞
浪
恵
窓
会
総
会

平
成
”
年
１０
月
３‐
日

（日
）

‐９
時
か
ら
、
「
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
と
き
わ
」
に
お
い
て
、
７

年
間
活
動
を
休
止
し
て
い
た

「瑞
浪
恵
窓
会
」
が
再
興
さ
れ
た
。

会
長
に
は
瑞
浪
市
長
水
野
光

二
氏

（高
２４
回
）
が
就
任
し
、

役
員
も
新
た
に
選
出
さ
れ
、
創

立
９０
周
年
に
向
け
た
、
地
元
の

同
窓
会
の
支
部
の
復
活
に
は
大

き
な
期
待
が
持
た
れ
て
い
る
。

高
７
回
生
親
睦
旅
行

平
成
２２
年
１０
月
に
、
５６
年
ぶ

り
の
修
学
旅
行
と
し
て
、
西
伊

豆

へ
一
泊
旅
行
を
し
た
。

バ
ス
で
恵
那
か
ら
春
日
井
ま

で
各
地
で
乗
車
し
、
柿
田
川

・

土
肥
な
ど
を
見
学
し
、
堂
ヶ
島

で
宿
泊
し
た
。
東
京
や
神
戸
か

ら
直
接
現
地
に
参
加
し
た
者
も

あ
り
、
総
勢
３４
人
で
あ

っ
た
。

バ
ス
の
中
や
ホ
テ
ル
で
は
話

が
弾
み
、
宴
会
で
は
全
員
の
３

分
間
ス
ピ
ー
チ
に
耳
を
傾
け
、

校
歌
や
応
援
歌
を
歌
い
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
夕
日
の
美

し
さ
に
感
動
し
、
富
士
山
は

ち
ょ
つ
ぴ
り
だ

つ
た
が
、
楽
し

い
旅
が
で
き
た
。

高
２‐
回
生
還
暦
同
窓
会

平
成
２３
年
１
月
２
日

（日
）

‐２
時
か
ら
、
「
恵
那
峡
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
、
今
年

度
還
暦
を
迎
え
た
２‐
回
生
が
学

年
同
窓
会
を
開
い
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
中
で
、

当
時
在
職
さ
れ
た
水
野
恭
平

・

柴
田
　
満

・
西
尾
克
臣

・
松
田

治
道

・
林
　
勝
之
の
各
先
生
方

の
お
言
葉
が
約
１
時
間
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
演
奏
が
約
１
時

間
と
、
そ
の
後
会
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
終
了
し
た
の
は
１６

時
３０
分
で
あ

っ
た
。

会
に
は
同
窓
生
“
名
が
集
い
、

今
年
度
を
も

つ
て
定
年
を
迎
え

る
節
目
の
年
の
再
会
に
、
話
題

は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
盛
会
の

う
ち
に
お
開
き
と
な
っ
た
。


